
眉と目尻について 
 
この２枚の写真もコントラスト等

を強調したものだが、明らかに左

の眉と目が右側の眉と目よりは大

きいが、撮影角度からそうなるこ

とはありえない。 
 写真の中で線を加えた部分が目

や眉でなく、背景の一部が含まれ

ているというなら、額と頭髪の隙

間にある色が違う部分も背景の一

部ということになるが、その様な

ことがあるはずもなく、この写真

の片岡の顔の右半分と左半分のバ

ランスが狂っているのは間違いな

い。 
 写真Ｄは出来の悪い合成写真で

あるとしか説明の出来ない写真で

ある。もし、そうとはいいきれな

いというならば、ネガフィルムの

検証をするなどして、その理由を

合理的に説明をしなくてはならな

い。 
 以上の写真の異常さが撮影時の

手ブレや片岡が動いたことによる

ことが原因ということも考えられ

ない。顔の左半分だけが大きく動

く人間などはいないからだ。 
 
 

 



輪郭について 
 
左の写真において白線で片岡の顔

の輪郭をなぞってみたが、どうに

も不自然であることがあきらかに

なる。撮影角度からして、顔左半

分が見かけ上小さくなるはすであ

るが。そうなってはいない。 
片岡の背後に誰か別人がいて、こ

ちらを覗き込んでいるように見え

る。 
もちろんそんなことはありないの

だが、写真Ｄを撮影した際、片岡

でなく警官が運転席にいた可能性

は否定できない。 
その警官の画像に土佐署や事故現

場東のレストラングローリーでバ

スの中の片岡を撮影した画像を重

ねたともいえる。 
 
その具体的な方法は後述するが、

今日のデジタル加工技術水準はそ

の程度のことを容易にしている。

このことは、最近の映画などに使

用されるコンピュータグラフィッ

ク技術をみればあきらかで、動き

のない写真のデジタル加工は家庭

用パソコンと安価な加工ソフトが

あれば、さほどの技術も必要なし

に精巧な合成写真が作成できるの

は周知のことだ 
 
なお 右２枚の写真は画像のコン

トラストと明るさをデジタル技術

で変更して、輪郭を強調している。 



 



写真Ｄ 

 
 
片岡の輪郭が際立って異常であるのはこの写真Ｄである。 

  
上の写真（左）も一見すれば、なんら違和感があるものではないが、右の写真の白線で囲まれた部分に注目し

て拡大写真を検証してみる。 
片岡の右斜め前方より撮影されていて、片岡はカメラに視線をむけるとともに、顔を少し右に向けていること

が確認できる。通常この角度で撮影されると顔左半分の見かけ上の面積は右側より小さくなるはずだが、この

写真ではカメラの死角に入り写らないはずの部分まで撮影されている。この他以下の部分に注目する。 
１、頭髪部分において、額と頭髪の境目に不自然な色の部分が発生している 
２、片岡の左眉と左目の目じりの長さ 
３、左ほほ骨 


